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「１  プロローグ」「２  増田藤之助抄訳「美術の個人主義」「３  島村抱月」

「４  本間久雄」「５  エピローグ」の順で論じた。日本におけるワイルド受

容は増田・島村・本間が『社会主義下の人間の魂』「虚言の衰退」『獄中記』を

出発点にしていることがわかる。これはワイルドの芸術観を捉えていることに

なろう。  

 


